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1. はじめに

音象徴とは「ある特定の音によって喚起される特定のイメージ（意味）」であり、言語学や心理学等の幅広い分

野で研究されているテーマである。本研究はその中でも、音と「ヒーローらしさ」というイメージの結びつきお

よび、幼児の言語獲得と音象徴の関連性を、英語母語話者に対して行った実験の結果を通して議論する。

音象徴の議論において、有声阻害音は汚いなどのネガティブな印象に結びつくとされる（Kawahara et al. 2008, 
篠原・川原 2009）。これに関連して、Hosokawa et al. (2018) は、ディズニー作品中では有声阻害音は悪役の名称に
多く使用されていることを報告し、有声阻害音と「悪役らしさ」というイメージの音象徴的結びつきの存在を示

した。この傾向は神谷 (2020) による無意味語を使用した実験の結果からも、人間一般的な感覚である可能性が
示されており、英語母語話者において有声阻害音は無声阻害音と比較して悪役らしいと判断されやすいという傾

向が得られている。さらに、同実験結果から、獲得が遅い子音ほど「悪役らしさ」という印象に結びつきやすい

ことも示されている。このように、悪役の名称に関しては、一定の音象徴的傾向が見られることが確認されてい

る。一方で、悪役とは対極に近い存在であるヒーローの名称にはどのような子音が使用されやすいのかについて

の調査は未だ行われていない。そこで、本研究では、悪役名における音象徴に見られた傾向と対照的な傾向がヒ

ーローの名前において観察されるかどうか、また、それが見られるならば、その傾向が幼児の子音獲得の時期と

関連するのかどうかを調べるために、英語母語話者に対して以下のような実験を行い、その結果を神谷 (2020) で
得られたものと直接的に比較した。

2. 実験

実験には 12名のイギリス出身の英語母語話者が参加した。神谷 (2020) と同様の基準に従った結果、最終的に
分析対象は 8 名となった。悪役名に見られた傾向と比較するため、刺激には神谷 (2020) で使用されたものと同
じく、子音 19種類と母音 a, i, o, eの 4種類で CV1CV2CV3という 3音節の無意味語が計 57個使用された（例：
babibo）。実験の中で被験者には各刺激を架空のキャラクターの名前の候補として提示し、それらの「ヒーローら
しさ」というイメージに対して 1から 7の段階（1が最もヒーローらしくない、7が最もヒーローらしい）で点数
付けをしてもらい、各子音に対する回答の平均値を求めた。

実験で得られた被験者の回答を集計し、無意味語を構成する子音ごとに算出した平均点を表 1に示す。本研
究の実験から得られた各子音についての「ヒーローらしさ」の点数と、神谷 (2020) に掲載されている各子音に
ついての「悪役らしさ」の点数が対象的な傾向を示すかどうか、また、各子音の獲得時期と平均点の関連性を調

べるために、Spearmanの順位相関係数を用いた。なお、英語母語話者の幼児の子音の獲得時期のデータとして
はDodd et al. (2006) に掲載されている先行研究のデータの一つを使用した。すべての分析の結果から得られた
二つの傾向を (1) に示す。 

(1) a. 各子音に与えられた平均点において、「ヒーローらしさ」の点数と「悪役らしさ」の点数との間には有意
な負の相関があった（「ヒーローらしさ」の度合が高い子音ほど、「悪役らしさ」の度合が低い）。（図 1）
b. 本実験で得られた各子音の平均点と、使用された各子音の獲得時期に関するデータとの間に負の相関が
確認された（獲得時期が早い子音ほど、ヒーローらしいと判断されやすい）。（図 2）

3. 考察・まとめ

本研究では、音と「ヒーローらしさ」のイメージの結びつきを、英語母語話者に対する実験により検証した。

実験の結果から、「ヒーローらしさ」の度合が高い子音ほど、「悪役らしさ」の度合が低いと判断される傾向にあ

ることが判明した。また、音象徴と獲得時期の関連性について、子音が喚起する「ヒーローらしさ」という印象

の度合と子音の獲得時期の間には負の相関があることが判明し、獲得が早い子音ほどヒーローらしいと判断され

やすく、獲得が遅い子音ほどヒーローらしいと判断されにくいことが明らかとなった。これは悪役の名称に関す

る実験で見られたものとは正反対の傾向であった。これらの結果から、ヒーローの名称と悪役の名称に見られる

音象徴的パターンは対照的である可能性が示された。
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表１ 各子音の平均点 

調音法 
調音点 

両唇 唇歯 歯茎 硬口蓋 
（硬口蓋歯茎） 軟口蓋 

閉鎖音 無声 p 4.8     t 4.5     k 4.3 
有声 b 4.2     d 3.6     g 3.5 

破擦音 
無声             tʃ 4.5     
有声             dʒ 3.2     

摩擦音 無声     f 3.6 s 3.3 ʃ 3.8     
有声     v 3.0 z 2.9         

鼻音   m 4.0     n 3.9         

接近音           l 4.3         
  w 3.2     ɹ 3.4 j 4.1     

 

  
図１ ヒーローらしさの平均点（本研究）と悪役らしさの平均点（神

谷 2020）：どちらの指標も点数が高いほどイメージの度合が強いこ

とを示している。 

図 2 ヒーローらしさの平均点（本研究）と獲得時期のデータの散布

図：獲得時期のデータはDodd et al. (2006) に掲載されていた中の一

つである Prather et al. (1975) のデータを使用した。 
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rs = −0.609 
p < 0.01 

rs = −0.522 
p < 0.05 
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